






　遺伝性筋ジスマウスの罹患後肢筋における顕著な異常として,低タンパク質

含量,高 RNA 含量,高タンパク質合成能,高 RNA 合成能を多くの研究者が報告し

ている.それらの報告は筋湿重あたりの定量分析によっている.筋湿重量は,環

境の影響を受け易いと考えられるうえ,筋細胞の状態についての情報は与えて

いない.そこで我々は,細胞あたりの含量が一定した DNA 量を基準として上記の

異常現象を再検討してみた.その結果,罹患筋では,DNA あたり,いいかえれば,

細胞あたりのタンパク質と RNA の含量は減少しており,RNA 生合成能は少し高

くなっていた.しかし,タンパク質生合成能に有意の異常はみられなかった.こ

れらの結果は,J.Biochemistry 77,761-768(1975)で報告した.


